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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■我が国では持続可能な社会の具体化に向けて、低炭素社会、自然共生社会、循環型社会を作っていくこととしています。

■すなわち、
　●低炭素社会へ向けた気候変動対策の取組、
　●生態系との共益関係を実現するための生物多様性保全の取組、
　●持続可能な資源循環型社会を達成するための資源管理の取組、
について、バランス良く取り組むことで、豊かで持続可能な社会を構築するということが、われわれの環境政策の目標であります。

■これから、それぞれの分野における我が国の環境政策の進展について簡単に振り返ってみたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■このリオサミットを受けて、我が国では翌年、持続的発展な可能な社会の構築というリオサミットの精神を盛り込んだ環境基本法を制定しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■物質や資源に着目すれば、天然資源等投入量の増加が経済成長の伸び率を下回るというデカップリングを目指すことが重要です。
■図のように、日本においてはGDPを向上させながら天然資源投入量を減らしており、デカップリングを着実に進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アジアにおいて、低炭素社会を実現するためにはコベネフィットという考え方が重要になります。

■コベネフィット・アプローチは、温暖化対策を実施し、同時に開発途上国の開発のニーズ・環境汚染対策を実現することのできる取組を指します。特に、開発途上国のニーズが高い環境汚染対策の推進は、気候変動対策にも寄与する可能性が高いと考えられています。
■（大気汚染、水質汚濁、廃棄物の例を紹介）
■これまで、当省では、中国及びインドネシアと環境大臣間の合意に基づきコベネフィット協力を展開してきた他、マレーシア及びタイにおいて事業支援を実施してきました。
■日中コベネフィット協力では、鉄鋼や鉱業が盛んな四川省のパンジホア市を対象に、コベネフィット効果の評価に関する共同研究と、人材育成研修を実施しています。
■インドネシアとの協力においては、廃棄物処分場及びと殺場でのコベネフィット事業の展開に向けて、フィージビリティー調査を実施しています。
■環境省では、引き続き、途上国におけるコベネアプローチを推進してまいります。
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x HROMEE-HEEMYT30AE(2000)

Country Metric Tons (000) Country Metric Tons (000) Country Metric Tons (000)
USA 85,495 USA 57,002 USA 92,355
Japan 31,828 Canada 26,411 China 36,277
China 30,900 China 17,150 Japan 31,736
Canada 20,689 Finland 11,910 Germany 19,112
Germany 18,182 Sweden 11,517 United Kingdom 12,684
Finland 13,509 Japan 11,399 France 11,376
Sweden 10,786 Brazil 7,463 Italy 10,942
France 9,991 Russia 5,814 Canada 7,476
Korea 9,308 Indonesia 4,089 Korea 7,385
Italy 9,000 Chile 2,841 Spain 6,922

Hi 88 : The Environmental Paper Network (2010), http://www.environmentalpaper.org/PAPER-statistics.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第1週目に両作業部会で、11月のバルセロナ会合までの議論を踏まえ、締約国会議に提出する報告書案が審議されたが、実質的進展はほとんど得られず。
12月11日には、両作業部会の議長が議長としての合意案をそれぞれ提示。これらは、京都議定書附属書Ｂの改正を前提としていたため、先進国が反発。
両議長の提案を巡り、12日以降も議論が続けられたが、合意に向けた進展は得られず。16日には、両議長提案を若干修正したテキストが、未合意部分を多く残したまま気候変動枠組条約締約国会議（COP）、京都議定書締約国会合（CMP）双方に報告された。

16日、審議はCOP、CMPの場に移されたが再度紛糾し、特段の進展は見られず。
こうした中、17日夜の晩餐会後、少数国による首脳級の会合を実施。 18日午前からは、鳩山総理をはじめ、26か国・機関の首脳級が参加して、断続的に議論が続き、18日深夜には首脳級会合で「コペンハーゲン合意 」が合意された。
首脳級会合に参加した国は以下のとおり。
　　　デンマーク、英国、ドイツ、フランス、日本、米国、豪州、スウェーデン、スペイン、欧州委員会、ロシア、ノルウェー、韓国、メキシコ、南アフリカ、ブラジル、中国、インド、アルジェリア（ｱﾌﾘｶ代表）、レソト、グレナダ（島しょ国代表）、インドネシア、バングラディシュ（LDC代表）、コロンビア、モルディブ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　2007年の全世界のCO2排出量は中国、米国、EU、ロシア、インド、日本の順。

○今後の世界の排出量は、何も手を打たなければ、右肩上がりで急増する見込み。特に、中国、インド等の新興国における経済成長を背景に、途上国からの急増が予想される。

京都議定書第１約束期間後（２０１３年以降）の次期枠組みについては、
・京都議定書を批准していないアメリカや、
・京都議定書上、削減約束のない中国、インドなどの主要排出途上国にも
　最大限の排出削減努力を促す実効ある枠組みを構築する必要。
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